






第２号第４様式
拠点区分  事業活動計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 法人本部拠点区分

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備      考

固定資産売却損・ 処分損 0 0 0

事業区分間繰入金費用 0 0 0

拠点区分間繰入金費用 0 0 0

拠点区分間固定資産移管費用 0 0 0

その他の特別損失 0 0 0

　　　特別費用計(9) 0 0 0

　特別増減差額(10=8-9) 68, 647, 000 64, 851, 000 3, 796, 000

当期活動増減差額(11=7+10) 14, 674, 661 17, 565, 354△ 2, 890, 693

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) 288, 077, 102 273, 661, 748 14, 415, 354

当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 302, 751, 763 291, 227, 102 11, 524, 661

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 0 0 0

その他の積立金積立額(16) 600, 000 3, 150, 000△ 2, 550, 000

施設整備等積立金積立額 600, 000 0 600, 000

海外研修積立金積立額 0 3, 150, 000△ 3, 150, 000

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 302, 151, 763 288, 077, 102 14, 074, 661





計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 法人本部拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による。

　　③ソフトウェア

　　　定額法による。

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において

　　　　発生していると認められる額を計上している。

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 法人本部拠点計算書類（ 会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式）

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物 87, 106 0 87, 104 2

         合  計 87, 106 0 87, 104 2

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

　　　該当なし



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 法人本部拠点区分

７．担保に供している資産

　　　該当なし

                             計 0円

　　　該当なし

                             計 0円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 22, 209, 500 22, 209, 498 2

車輌運搬具 2, 984, 300 1, 367, 803 1, 616, 497

器具及び備品 4, 489, 599 4, 131, 191 358, 408

有形リース資産 7, 322, 400 488, 160 6, 834, 240

         合  計 37, 005, 799 28, 196, 652 8, 809, 147

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　該当なし







第１号第４様式
拠点区分  資金収支計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 浜松十字の園拠点区分

勘　定　科　目 予　算(A) 決　算(B) 差異(A)-(B) 備      考

　予備費支出(10) 0 0

　当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 9, 000 5, 840, 387△ 5, 831, 387

　前期末支払資金残高(12) 175, 261, 289 175, 261, 289 0

　当期末支払資金残高(11+12) 175, 270, 289 181, 101, 676△ 5, 831, 387









計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 浜松十字の園拠点区分

１．重要な会計方針

（ １） 資産の評価基準及び評価方法

　　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

　　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

（ ２） 固定資産の減価償却の方法

①建物、構築物、器具及び備品

　　　　定額法による。

　　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産(勤怠管理システム)

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による。

　　　③ソフトウェア

　　　　定額法による。

（ ３） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期において発生していると認められる額を計上している。

（ ４） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 浜松十字の園拠点計算書類(会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ） は省略している。

（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙３（ ⑪） ）

　　　　「 指定介護老人福祉施設（ 浜松十字の園） 」

　　　　「 指定短期入所生活介護（ 浜松十字の園） 」

　　　　「 指定通所介護（ デイサービスセンターみをつく し） 」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 4, 987, 567 0 0 4, 987, 567

建物 201, 181, 114 0 20, 219, 843 180, 961, 271

         合  計 206, 168, 681 0 20, 219, 843 185, 948, 838

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

器具及び備品を除却したことに伴い、国庫補助金等特別積立金22円を取り崩した。



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 浜松十字の園拠点区分

７．担保に供している資産

土地（ 基本財産） 4, 711, 010円

建物（ 基本財産） 180, 961, 271円

                             計 185, 672, 281円

なお、下記の設備資金借入金の担保として、アドナイ館の土地90, 775, 789円、建物169, 553, 163円が

担保提供されている。

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 1, 500, 000円

                             計 1, 500, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 921, 483, 056 740, 521, 785 180, 961, 271

建物 11, 160, 430 3, 609, 685 7, 550, 745

構築物 25, 378, 440 16, 242, 798 9, 135, 642

器具及び備品 76, 873, 884 63, 101, 642 13, 772, 242

有形リース資産 6, 863, 220 6, 863, 220 0

         合  計 1, 041, 759, 030 830, 339, 130 211, 419, 900

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　該当なし

















計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 御殿場十字の園拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、構築物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっている。

　　③ソフトウェア

残存価格を零とする定額法によっている。

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期において発生していると認められる額を計上している。

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 御殿場十字の園拠点計算書類(会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ） は省略している。

（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙４（ ⑪） ）

　　　　　　 「 指定介護老人福祉施設（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 指定短期入所生活介護（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 指定通所介護（ 御殿場） 」

　　　　　　 「 指定小規模認知症通所介護（ ふじざく ら） 」

　　　　　　 「 指定通所介護（ ひだまり） 」

　　　　　　 「 指定訪問介護（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 指定居宅介護支援事業所（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 地域包括支援センター（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 障害者地域活動支援センター（ く ろっちょ） 」

　　　　　　 「 障害者短期入所（ 御殿場十字の園） 」

　　　　　　 「 障害者居宅介護事業」

　　　　　　 「 障害者同行援護」

　　　　　　 「 障害者移動支援」

　　　　　　 「 障害者相談支援」 　

　　　　　　 「 患者輸送（ 御殿場十字の園介護タクシー） 」

　　　　　　 「 指定認知症対応型共同生活介護（ 笑みの里） 」



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 御殿場十字の園拠点区分

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 379, 297, 070 0 0 379, 297, 070

建物 642, 230, 196 0 32, 095, 848 610, 134, 348

         合  計 1, 021, 527, 266 0 32, 095, 848 989, 431, 418

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

器具及び備品を取り崩したことに伴い、国庫補助金等特別積立金を5円を取り崩した。

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 379, 297, 070円

建物（ 基本財産） 415, 538, 997円

                             計 794, 836, 067円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 32, 500, 000円

                             計 32, 500, 000円

御殿場十字の園認知症対応型共同生活介護（ グループホーム） の借入金51, 280千円は無担保である。

空調照明工事の借入金54, 672千円は無担保である。地域包括支援センターの借入金14, 875千円は

無担保である。

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 1, 495, 246, 311 885, 111, 963 610, 134, 348

建物 20, 110, 219 5, 342, 312 14, 767, 907

構築物 7, 531, 873 3, 150, 789 4, 381, 084

車輌運搬具 17, 986, 376 13, 494, 684 4, 491, 692

器具及び備品 80, 866, 984 71, 320, 024 9, 546, 960

有形リース資産 3, 081, 600 1, 027, 200 2, 054, 400

         合  計 1, 624, 823, 363 979, 446, 972 645, 376, 391

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0



別紙２

3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 御殿場十字の園拠点区分

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項

　　　該当なし













計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 御殿場アドナイ館拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

　　　該当なし

　　③ソフトウェア

　　　該当なし

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期において発生していると認められる額を計上している。

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 御殿場アドナイ館拠点計算書類(会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物 187, 123, 313 0 8, 228, 683 178, 894, 630

         合  計 187, 123, 313 0 8, 228, 683 178, 894, 630

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

　　　該当なし



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 御殿場アドナイ館拠点区分

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 0円

建物（ 基本財産） 165, 702, 140円

                             計 165, 702, 140円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 12, 425, 000円

                             計 12, 425, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 479, 381, 796 300, 487, 166 178, 894, 630

建物 1, 463, 100 1, 463, 098 2

車輌運搬具 1, 270, 700 1, 270, 699 1

器具及び備品 8, 576, 490 2, 572, 976 6, 003, 514

         合  計 490, 692, 086 305, 793, 939 184, 898, 147

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項

　　　該当なし







第１号第４様式
拠点区分  資金収支計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 伊豆高原十字の園拠点区分

勘　定　科　目 予　算(A) 決　算(B) 差異(A)-(B) 備      考

積立資産支出 1, 356, 000 1, 352, 400 3, 600

退職給付引当資産支出 1, 356, 000 1, 352, 400 3, 600

事業区分間長期貸付金支出 0 0 0

拠点区分間長期貸付金支出 0 0 0

事業区分間長期借入金返済支出 0 0 0

拠点区分間長期借入金返済支出 0 0 0

事業区分間繰入金支出 0 0 0

拠点区分間繰入金支出 10, 763, 000 3, 253, 000 7, 510, 000

その他の活動による支出 0 0 0

　　　その他の活動支出計(8) 12, 119, 000 4, 605, 400 7, 513, 600

　その他の活動資金収支差額 (9=7-8) △ 11, 742, 000△ 4, 253, 800△ 7, 488, 200

　予備費支出(10) 0 0

　当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 324, 000 3, 933 320, 067

　前期末支払資金残高(12) 141, 236, 465 141, 236, 465 0

　当期末支払資金残高(11+12) 141, 560, 465 141, 240, 398 320, 067







第２号第４様式
拠点区分  事業活動計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 伊豆高原十字の園拠点区分

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備      考

　　　特別費用計(9) 3, 253, 003 9, 430, 000△ 6, 176, 997

　特別増減差額(10=8-9) △ 3, 253, 003△ 9, 246, 471 5, 993, 468

当期活動増減差額(11=7+10) 1, 034, 372△ 9, 965, 634 11, 000, 006

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) △ 293, 232, 758△ 283, 267, 124△ 9, 965, 634

当期末繰越活動増減差額(13=11+12) △ 292, 198, 386△ 293, 232, 758 1, 034, 372

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 0 0 0

その他の積立金積立額(16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) △ 292, 198, 386△ 293, 232, 758 1, 034, 372





計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 伊豆高原十字の園拠点区分

１．重要な会計方針

（ １） 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

　　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

（ ２） 固定資産の減価償却の方法

①建物、構築物、車両運搬具及び器具及び備品

　　　　定額法による

　　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による。

　　　　定額法による

　　　③ソフトウェア

　　　　定額法による

（ ３） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末において発生していると認められる額を計上している。

（ ４） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 伊豆高原十字の園拠点計算書類（ 会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式）

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ） は省略している。

（ ２） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙3(⑪)）

　　　　「 指定介護老人福祉施設（ 伊豆高原十字の園） 」

　　　　「 指定短期入所生活介護（ 伊豆高原十字の園） 」

　　　　「 指定通所介護（ 伊豆高原十字の園デイサービスセンター） 」

　　　　「 指定訪問介護（ 伊豆高原十字の園ホームヘルパーステーション） 」

　　　　「 指定居宅介護支援事業所（ 伊豆高原十字の園） 」

　　　　「 障害者居宅介護事業」

　　　　「 地域包括支援センター（ 対島地域包括支援センター） 」

　　　　「 移動支援事業」

　　　　「 患者輸送（ 伊豆高原十字の園介護タクシー） 」

　　　　「 指定居宅介護支援事業所（ ケアプランセンター一碧） 」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 157, 127, 300 0 0 157, 127, 300

建物 964, 555, 636 0 58, 880, 199 905, 675, 437

         合  計 1, 121, 682, 936 0 58, 880, 199 1, 062, 802, 737



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 伊豆高原十字の園拠点区分

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

車輛運搬具を除却したことに伴い、国庫補助金等特別積立金1円を取り崩した。

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 157, 127, 300円

建物（ 基本財産） 905, 675, 437円

                             計 1, 062, 802, 737円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 819, 800, 000円

                             計 819, 800, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 1, 311, 948, 828 406, 273, 391 905, 675, 437

建物 3, 024, 524 1, 978, 238 1, 046, 286

構築物 74, 948, 050 34, 676, 424 40, 271, 626

車輌運搬具 19, 103, 647 19, 103, 637 10

器具及び備品 115, 964, 186 101, 395, 938 14, 568, 248

有形リース資産 3, 667, 680 61, 128 3, 606, 552

         合  計 1, 528, 656, 915 563, 488, 756 965, 168, 159

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　　該当なし













計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： アドナイ館拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による

　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産（ 車輌）

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による

　　③ソフトウェア

　　　該当なし

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期において発生していると認められる額を計上している

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び、

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） アドナイ館拠点計算書類（ 会計基準省令第１号４様式、第２号４様式、第３号４様式）

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ） は省略している。

（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙３（ ⑪） ）

　　　　　　 「 ケアハウス（ アドナイ館） 」 　

　　　　　　 「 指定通所介護（ 細江デイサービスセンター） 」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 102, 015, 789 0 0 102, 015, 789

建物 178, 801, 516 0 9, 248, 353 169, 553, 163

         合  計 280, 817, 305 0 9, 248, 353 271, 568, 952

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

該当なし



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： アドナイ館拠点区分

７．担保に供している資産

土地（ 基本財産） 90, 775, 789円

建物（ 基本財産） 169, 553, 163円

                             計 260, 328, 952円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

                             計 0円

但し、浜松十字の園設備資金借入金150万円の担保に供されている。

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 721, 368, 000 551, 814, 837 169, 553, 163

建物 56, 229, 963 8, 945, 305 47, 284, 658

車輌運搬具 11, 849, 284 11, 849, 280 4

器具及び備品 23, 999, 731 21, 295, 539 2, 704, 192

有形リース資産 3, 427, 200 2, 475, 200 952, 000

         合  計 816, 874, 178 596, 380, 161 220, 494, 017

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　該当なし







第１号第４様式
拠点区分  資金収支計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 松崎十字の園拠点区分

勘　定　科　目 予　算(A) 決　算(B) 差異(A)-(B) 備      考

拠点区分間繰入金支出 5, 400, 000 5, 400, 000 0

その他の活動による支出 0 0 0

長期前払費用支出 0 0 0

　　　その他の活動支出計(8) 6, 063, 000 6, 062, 400 600

　その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 4, 639, 000 4, 560, 200 78, 800

　予備費支出(10) 0 0

　当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 190, 000 7, 902, 839△ 7, 712, 839

　前期末支払資金残高(12) 107, 666, 267 107, 666, 267 0

　当期末支払資金残高(11+12) 107, 856, 267 115, 569, 106△ 7, 712, 839







第２号第４様式
拠点区分  事業活動計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 松崎十字の園拠点区分

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備      考

当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 107, 414, 028 98, 109, 923 9, 304, 105

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 0 0 0

その他の積立金積立額(16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 107, 414, 028 98, 109, 923 9, 304, 105





計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 松崎十字の園拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による。

所有権移転ファイナンス・ リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法による。

　　③ソフトウェア

　　　定額法による。

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

　　　　いると認められる額を計上している。

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

　　（ １） 松崎十字の園拠点の計算書類（ 会計基準省第１号４様式、第２号第４様式、第３号第４様式）

　　（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙3　 (⑩)） は省略している。

　　（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙3　 (⑪ )

　　　　　 「 指定介護老人福祉施設(松崎十字の園)」

　　　　　 「 指定短期入所生活介護(松崎十字の園)」

　　　　　 「 指定通所介護(松崎十字の園)」

　　　　　 「 指定訪問介護(松崎十字の園ホームヘルパーステーション)」

　　　　　 「 指定居宅介護支援(松崎十字の園)」  　



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 松崎十字の園拠点区分

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 6, 275, 095 0 0 6, 275, 095

建物 322, 539, 285 0 18, 162, 424 304, 376, 861

         合  計 328, 814, 380 0 18, 162, 424 310, 651, 956

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

器具及び備品を除去したことに伴い、国庫補助金等特別積立金5円を取り崩した。

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 0円

建物（ 基本財産） 304, 376, 859円

                             計 304, 376, 859円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 45, 000, 000円

                             計 45, 000, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 781, 973, 898 477, 597, 037 304, 376, 861

建物 949, 968 284, 988 664, 980

車輌運搬具 1, 430, 002 1, 429, 999 3

器具及び備品 52, 249, 260 49, 131, 497 3, 117, 763

有形リース資産 181, 241, 910 8, 641, 836 172, 600, 074

         合  計 1, 017, 845, 038 537, 085, 357 480, 759, 681

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　　該当なし













計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： オリブ拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

　　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

仕掛品:売価還元減価表により計上

製 品:売価還元減価表により計上

原材料:最終仕入原価法により計上

（ ２） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　　定額法によっている。

　　　②リース資産

所有権移転外ファイナンス・ リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を0とする定額法による。　

　　　③ソフトウェア

　　　　定額法によっている。

（ ３） 引当金の計上基準

　　　①賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

②退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末において退職給付債務に基づき、当期末発生していると

　　　　認められている額を計上している。

（ ４） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている。

２．重要な会計方針の変更

　　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点の作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

　　（ １） オリブ拠点の計算書類(会計基準省令 第１号第4様式、第2号第4様式、第3号第4様式）

     (２ ） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙3　 (⑩) ） は省略している。

　　  (３ )  拠点区分事業活動明細書 (別紙3　 (⑪) )

　    　 　　 「 障害者施設入所支援(オリブ)」

　    　 　　 「 障害者短期入所(オリブ)」

　    　 　　 「 障害者相談支援事業(オリブ)」

　    　 　　 「 障害者居宅介護(オリブ)」

　    　 　　 「 障害者生活介護(オリブ)」

　    　 　　 「 就労継続支援Ｂ型(ワークショップマナ)」



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： オリブ拠点区分

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 6, 275, 095 0 0 6, 275, 095

建物 147, 304, 431 0 8, 062, 861 139, 241, 570

         合  計 153, 579, 526 0 8, 062, 861 145, 516, 665

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

器具及び備品を除去したことに伴い、国庫補助金等特別積立金1円を取り崩した。

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 0円

建物（ 基本財産） 139, 241, 568円

                             計 139, 241, 568円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 11, 000, 000円

                             計 11, 000, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 329, 072, 724 189, 831, 154 139, 241, 570

建物 0 0 0

車輌運搬具 5, 102, 340 3, 945, 662 1, 156, 678

器具及び備品 27, 280, 821 26, 486, 251 794, 570

有形リース資産 7, 098, 840 3, 042, 360 4, 056, 480

         合  計 368, 554, 725 223, 305, 427 145, 249, 298

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　　該当なし







第１号第４様式
拠点区分  資金収支計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 伊東市立養護老人ホーム拠点区分

勘　定　科　目 予　算(A) 決　算(B) 差異(A)-(B) 備      考

　前期末支払資金残高(12) 35, 565, 194 35, 565, 194 0

　当期末支払資金残高(11+12) 33, 860, 194 37, 576, 564△ 3, 716, 370









計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 伊東市立養護老人ホーム拠点区分

１．重要な会計方針

（ １） 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

　　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

（ ２） 固定資産の減価償却の方法

　　　①建物、車輛運搬具及び器具及び備品

　　　　定額法による。

　　　②リース資産

　　　　該当なし

　　　③ソフトウェア

　　　　該当なし

（ ３） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末において発生していると認められる額を計上している。

（ ４） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方法による。

２．重要な会計方針の変更

　　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 伊東市立養護老人ホーム拠点の計算書類（ 会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号

第４様式）

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ）

（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙３（ ⑪） ）

　　　 「 養護老人ホーム（ 伊東市立養護老人ホーム） 」

　　　 「 老人短期入所（ 伊東市立養護老人ホーム） 」 　

　　　 「 老人デイサービス事業（ 大池デイサービスセンター） 」 　

　　　 「 指定居宅介護支援事業所（ 伊東市立養護老人ホーム） 」 　

　　　 「 指定特定入居者生活介護（ 伊東市立養護老人ホーム） 」

　　　 「 指定通所介護（ 伊東市立養護老人ホーム） 」

　　　 「 指定訪問介護（ 伊東市立養護老人ホーム） 」 　

　　　 「 指定通所介護（ 一碧の杜 くつろぎの家） 」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 16, 064, 165 0 0 16, 064, 165

建物 3, 673, 184 0 3, 148, 441 524, 743

         合  計 19, 737, 349 0 3, 148, 441 16, 588, 908

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

該当なし



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 伊東市立養護老人ホーム拠点区分

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 0円

建物（ 基本財産） 0円

                             計 0円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 0円

                             計 0円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 18, 890, 648 18, 365, 905 524, 743

車輌運搬具 5, 253, 973 5, 253, 968 5

器具及び備品 1, 276, 811 921, 002 355, 809

         合  計 25, 421, 432 24, 540, 875 880, 557

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　　該当なし







第１号第４様式
拠点区分  資金収支計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 第2アドナイ館拠点区分

勘　定　科　目 予　算(A) 決　算(B) 差異(A)-(B) 備      考

拠点区分間長期借入金返済支出 4, 588, 000 4, 588, 000 0

事業区分間繰入金支出 0 0 0

拠点区分間繰入金支出 0 0 0

その他の活動による支出 0 0 0

　　　その他の活動支出計(8) 5, 223, 000 5, 222, 800 200

　その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 21, 777, 000 21, 777, 200△ 200

　予備費支出(10) 0 0

　当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 5, 695, 000 6, 006, 112△ 311, 112

　前期末支払資金残高(12) 36, 545, 796 36, 545, 796 0

　当期末支払資金残高(11+12) 42, 240, 796 42, 551, 908△ 311, 112







第２号第４様式
拠点区分  事業活動計算書

(自)平成29年 4月 1日  (至)平成30年 3月31日
3頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

（ 単位： 円）拠点区分名 ： 第2アドナイ館拠点区分

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備      考

修繕費積立金取崩額 0 600, 000△ 600, 000

その他の積立金積立額(16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 90, 460, 699 117, 003, 316△ 26, 542, 617





計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 第2アドナイ館拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

①建物、車輌運搬具及び器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

　　　該当なし

　　③ソフトウェア

　　　該当なし

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

③退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期において発生していると認められる額を計上している。

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 第２アドナイ館拠点計算書類（ 会計基準省令第１号４様式、第２号４様式、第３号４様式）

（ ２） 拠点区分資金収支明細書（ 別紙３（ ⑩） ） は省略している。

（ ３） 拠点区分事業活動明細書（ 別紙３（ ⑪） ）

　　　　　　 「 ケアハウス（ 第２アドナイ館」 　

　　　　　　 「 指定通所介護（ ぷらすワン） 」

　　　　　　 「 指定訪問介護（ ヘルパーステーションほそえ） 」

　　　　　　 「 指定居宅介護支援事業所（ 浜松十字の園支援センター） 」

　　　　　　 「 地域密着型認知症対応型通所介護（ デイサービスセンターのんき） 」

　　　　　　 「 地域密着型小規模多機能型居宅介護（ 小規模多機能あんき） 」

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 71, 595, 350 0 0 71, 595, 350

建物 235, 373, 437 0 17, 396, 928 217, 976, 509

         合  計 306, 968, 787 0 17, 396, 928 289, 571, 859

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

該当なし



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 第2アドナイ館拠点区分

７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（ 基本財産） 41, 454, 300円

建物（ 基本財産） 217, 976, 507円

                             計 259, 430, 807円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 122, 664, 000円

                             計 122, 664, 000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（ 基本財産） 379, 790, 655 161, 814, 146 217, 976, 509

建物 29, 525, 570 13, 932, 079 15, 593, 491

車輌運搬具 7, 794, 843 4, 463, 040 3, 331, 803

器具及び備品 14, 921, 545 13, 211, 335 1, 710, 210

         合  計 432, 032, 613 193, 420, 600 238, 612, 013

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
　　　該当なし









計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 十字の園診療所拠点区分

１．重要な会計方針

（ １） 資産の評価基準及び評価方法

　　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

医薬品： 最終仕入原価法による。

（ ２） 固定資産の減価償却の方法

　　　①器具及び備品

　　　定額法によっている。

　　　②リース資産

　　　該当なし

　　　③ソフトウェア

　　　該当なし

（ ３） 引当金の計上基準

　　　該当なし

（ ４） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

該当なし

３．採用する退職給付制度

該当なし

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 十字の園診療所拠点計算書類(会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

５．基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

         合  計 0 0 0 0

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

該当なし

７．担保に供している資産

　　　該当なし

                             計 0円

　　　該当なし

                             計 0円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 1, 350, 740 522, 738 828, 002

         合  計 1, 350, 740 522, 738 828, 002



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 十字の園診療所拠点区分

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項
該当なし









計算書類に対する注記（ 拠点区分用） 別紙２

平成30年 3月31日現在
1頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園

拠点区分名 ： 御殿場十字の園診療所拠点区分

１．重要な会計方針

（ 1） 資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

医薬品： 最終仕入原価法により計上。

（ 2） 固定資産の減価償却の方法

　　①器具及び備品

　　　定額法による。

　　②リース資産

　　　該当なし

　　③ソフトウェア

　　　該当なし

（ 3） 引当金の計上基準

①徴収不能引当金

　　　　該当なし

　　　②賞与引当金

　　　　該当なし

③退職給付引当金

　　　　該当なし

（ 4） 消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　　　該当なし

３．採用する退職給付制度

　　　該当なし

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

（ １） 御殿場十字の園診療所拠点計算書類

　　　 (会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位： 円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

         合  計 0 0 0 0



別紙２

2頁法人名 ： 社会福祉法人　十字の園
拠点区分名 ： 御殿場十字の園診療所拠点区分

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩

該当なし

７．担保に供している資産

　　　該当なし

土地（ 基本財産） 0円

建物（ 基本財産） 0円

                             計 0円

　　　該当なし

設備資金借入金（ 1年以内返済予定額を含む） 0円

                             計 0円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。

(単位： 円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

器具及び備品 984, 743 984, 738 5

         合  計 984, 743 984, 738 5

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　　該当なし

(単位： 円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

         合  計 0 0 0

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

１１．重要な後発事象

　　　該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかに
するために必要な事項

　　　該当なし


